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ダンシ・ガ・シンダ
──
談志の人生と落語
　
エェー、ひとまずご入学おめでとうございます。
　
受験生活がやっ 終わり、晴れて大学生活が始 るわけだ。アレしたいコレし
たい、いろいろあるだろうと思う。そんな新入生に対しては、これからの貴重な時間を有意義に使って欲しいだの、こんなことを努力して欲しいだの、若いひとたちに期待する未来について話すのが普通だ。　
ところで、未来って、努力って一体何でしょう。
　
未来とは──修正できると思っている過去。
　
努力とは──馬鹿に与えた夢。
「語り」 は書物の原点である
　
入門編
立川談志『現代落語論』
三一新書、一九六五年
戸井田道三『まんじゅうこわい』
筑摩書房、 九八三年
中野翠『今夜も落語で眠りたい』
文春新書、二〇〇六年
『まんじゅうこわい』は、文化史家・戸井田道三が子ども向けに書いた一冊だが、歴史、文化、身体などさまざまな視点から 落語に深く切り込んでいく。読み進めるうちに、生活と落語が同じ平面でつながっているこ が実感される。
落語世界を革新し、 「語り」そのものを進化させつづけた落語家・立川談志が、昨年亡くなりました。その談志をこよなく愛する外大院生がこのたび、エッセイと入門編から実践編までの落語本ガイドブックを新入生のために寄せてくれました。奥深い落語世界へと誘います。
平成
24年度
　
春
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若者に未来はありますか──無い。時間があるだけ。
　
落たてかわだんし
語家ならそう答えるかもしれない。
　　　　
＊＊＊
　
立川談志、一九三六年東京生まれ。一六歳で五代目柳家小さんに入門。一八歳
で二つ目、二七歳で真打ちに昇進。二つ目時代からラジオやテレビなどで積極的に活躍。四五年も続くテレビ番組「笑点」をそもそも企画したのは談志 ある。八三年、真打ち昇進制度をめぐって落語協会と対立し、脱退と同時に立川流を創設する。毒舌、 反逆児、 型破り……なにかと騒動を起こしてしまうスゴイひとだった。　
その談志が好んでいた噺に「やかん」がある。最大公約数的に言えば、 「やか
ん」は「根
ねど
問いもの」の落語のひとつで、お馴染の登場人物である八っつあんこ
と八五郎が、物知りを自負するご隠居に次々と質問を繰り出す噺である。ふたりのやりとりは滅茶苦茶で、演目の「やかん」は、やかんの名の由来を尋ねられたご隠居が「矢が当ってカーン」と答えるところに由来している。鯖はサバサバているから鯖。猫はどうみても猫だから人間がそう決めた。登場人物はふたりきり、バカバカしい言葉遊びの連続。そこ 自分の芸の腕をどれだけ発揮できるかが鍵となるこの軽い滑稽噺を、談志はすっかり作り替え、 「俺はほ の落語家は違うんだ」というこ を示す十八番に磨き上げた。八っつあんとご隠居 やとり 根問いの範疇をゆうゆうと越え 本質論に展開 （ 「沼と湖とどう違う
　実践編
三遊亭圓生『古典落語
　
圓生集』
（上・下）飯島友治編、ちくま文庫、一九八九︲九〇年古今亭志ん朝『志ん朝の落語』（一〜六）京須偕充編、ちくま文庫、二〇〇三︲〇四年立川談志『談志の落語』
（一〜九）
静山社文庫、二〇〇九︲一一年　
速記本はいわば落語の副産物で
あるし、文字だけでは寄席の空気を味わうことができないのも確かだ。でも、やっぱり速記本は面白い。同じ噺を 話者によって異なるさまざまな「バージョン」で楽しむ。こんな贅沢、そ そうないだろう。　
応用編
桂枝雀『落語
DE枝雀』ちくま文庫、一九九三年
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んです？」 「 〝気持ちのいい〟のが湖で、 〝気持ちの悪い〟のが沼」 ） 。　
談志はほかの落語家とどう違ったのか。
　
立川 誰よりも徹底的に「落語とは何か」ということを問い、考え、もが
き続けた。その問いはやがて、落語を壊すということに談志を駆り立てた。それ故、いわゆる「古典落語 の愛好家た は談志を毛嫌いする傾向があった。登場人物を演じながらも、ふと落語家立川談志が現れてきてしまう。 「うーん、いまのはね……」と、ときには落語の実況解説までする。談志の落語はいわばメタ落語な であって、作品の世界観に浸ることを許してく ない。　
メタであるが故に、談志の落語はさまざまな矛盾やねじれを呼び込む 一
応、噺の内容に入ったとしても、談志が登場人物のなかに没入したり消失したりすることはない だから 状況はマクラと大して変わら いことになる。実際、二〇〇二年の独演会でマクラの中途に客席から「やってよォ」とヤジが飛んでくると、談志は即座に「やってるじゃねぇかよ」 答え いる。冒頭 引 た、未来とは、努力と …… くだりは、 「やかん」のマクラで談志 地の文として言うこともあれば、ご隠居から八っつ んへの台詞 して演じられることもある。談志とご隠居は入れ替わる。どっち も大して変わらない。紙幅がない で強引に飛ばしてしまうが これ ひいて言えば、談志 人生 落語が入れ替え可能あるという事態を引き起こしてしまうのではないか。　
健康を損ねて老いや死ということを考えざるを得なくなってからの談志にとっ
て、サゲる、落語を終えるという とがスムーズにいかなくなってい うに思う。少なくとも「やかん」で 二 〇七年一二月および二〇〇八年六月の記録を見ると、いずれ 、サゲを言い終えたあと 観客に対し ジョークを連発し
柳家小三治『ま・く・ら』
講談社文庫、一九九八年
古今亭志ん生『志ん生芸談』
河出文庫、二〇一二年
　
落語を極める過程で、落語家は
「笑い」とは何かという問いに直面し、その難題と対峙しなくてはならなくなる。上方落語の異才・桂枝雀による『落語
DE枝雀』は、
サゲに的を絞って徹底的に分析した落語類型学であ 。　
追悼特別編
立川談志『人生、成り行き』
聞き手／吉川潮、新潮文庫、二〇一〇年
松岡弓子『ザッツ・ア・プレンティ』
亜紀書房、二〇一一年
快楽亭ブラック『立川談志の正体』
彩流社、二〇一二年
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またマクラが始まったかのような状況に逆戻りしてしまう。ただし、スムーズにいかないというのは、サゲを言ってお辞儀をすることで終わるという落とし噺の伝統的な形式 比較してのことであるから、その形式に身を委ね 必要はないと判断してあえて回避しているとすれば、その 態をスムーズでないと切り捨てることはできないだろう。とは え、この二回の「やかん」におい は、自分の落語の出来に満足でき ことも相まって、終わ 場所が見つからな 、どこで終わっても気持ち悪い、それが第一であったのではない という印象を与える着地となっている。　
二〇一一年一一月、談志が死んだ（回文で、逆から読んでもダンシガシンダ） 。
自らの希望である「ふとした病」で死ぬ は叶わなかった落語家は ボロボロの体を引きずって、筆談をして晩年をひっそり 過ごし 。　
最期の一ヶ月弱は意識不明だった。
　　　　
＊＊＊
　
生前に自分で決めた戒名は「立川雲黒斎家元勝手居士」 。
「俺の落語は、あっちもこっちも分から くなっちゃう……」 。　
話している俺に、聞いている俺、死んだ俺は確かに俺だけど、そういう俺は誰
なんだ……。　
あっ、これは談志が愛した『粗忽長屋』というまた別のお噺。
今泉瑠衣子（総合国際学研究科博士前期課程）
　
二〇一一年三月の気管切開手術
以後、声の出なくなった談志が公に姿を現すことは かった。その（私たちにとっての）空白期間を埋めてくれるのが、談志の長女である松岡弓子の日記である。談志の元弟子・快楽亭ブラックの『立川談志の正体』と合わせて読まれたい。立川談志という人間の奥行きが感じられるはず。松岡克由が立川談志になる過程を談志自身が語った一代記も必読。　
参考資料編
川添裕『江戸の見せ物』
岩波新書、二〇〇〇年
中込重明『落語の種明かし』
岩波書店、二〇〇四年
延広真治『江戸落語
　
誕生と発展』
講談社学芸文庫、二〇一一年
